
今野 　(2004 年 10 月 26 日)

情報統計学の演習問題 (その３)

問題 54 　X1, X2, X3, X4 を確率密度関数

fX(x) =

{
2x 0 < x < 1,
0 （その他の場合）

からの標本の大きさが 4 のランダム標本とし，X(1), X(2), X(3), X(4), をその順序統計量
とする．

(1) X(4) の確率密度関数を求めよ．

(2) X(1) の確率密度関数を求めよ．

問題 55 　X1, X2, . . . , Xn を確率密度関数 fX(x) からの標本の大きさが n (n ≥ 2)
のランダム標本とし，X(1), X(2), . . . , X(n) をその順序統計量とする．また，FX(x) =∫ x

−∞ fX(t) dtとする．このとき，

R = X(n) − X(1), T =
X(n) + X(1)

2

としたとき，Rと T の同時確率密度関数は

fR, T (r, t) =
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r > 0,

0 （その他の場合）

で与えられることを示せ．

問題 56 　X1, X2, . . . , Xn を (0, 1) 上の一様分布2からの標本の大きさが n (n ≥ 2)の
ランダム標本とし，X(1), X(2), . . . , X(n) をその順序統計量とする．さらに，

R = X(n) − X(1), T =
X(n) + X(1)

2

とする．

(1) R と T の同時確率密度関数は

fR, T (r, t) =

{
n(n − 1)rn−2 0 < r < 1, r

2
< t < 1 − r

2

0 （その他の場合）

で与えれることを示せ．
2確率密度関数は

fX(x) =
{

1 0 < x < 1,
0 （その他の場合）
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(2) R の周辺確率密度関数は

fR(r) =

{
n(n − 1)rn−2(1 − r) 0 < r < 1,
0 （その他の場合）

となることを示せ．さらに， ∫ ∞

−∞
fR(r) dr = 1

を示せ．

問題 57 　X1, X2, . . . , Xn を母数 λ (λ > 0)の指数分布3からの標本の大きさが n (n ≥
2) のランダム標本とし，X(1), X(2), . . . , X(n) をその順序統計量とする．

(1) X(1) の確率密度関数を求めよ．

(2) X(n) の確率密度関数を求めよ．

(3) X(1) と X(n) の同時確率密度関数を求めよ．

(4) R = X(n) −X(1) と T = (X(1) + X(n))/2 の確率密度関数を求めよ．

(5) R の周辺確率密度関数を求めよ．

3確率密度関数は

fX(x) =
{

λe−λx x > 0,
0 （その他の場合）

で与えられる．
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